
日ーパス・デ

なわれ，池の中に排水される。この池の中で土砂と水が分離さ

れ，水は孔内に入り土砂は別の繊械で掘さく捨土される。この

ような水の循環が行なわれるため，試すい機等に比較してリパ

ー ス ・ サーキュレーショ γ といわれている。
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所定の深さ まで掘さくしたらパイプを上下に動かすとともに後

械を移動し，これにより，みぞを掘さ〈する こ と がで きる。

国鉄では構造物の基礎 と して ， このエI去を採用しているが，

さく孔した後，既成ぐいの建込みまたはコ γ クリート，鉄筋コ

ンクリ ート の現場打設が行なわれる。コ '/9 リートは トレミー

パイプを使用 した水中コンクリ ー ト打設が行なわれる。国鉄の

構造物の基礎としては，新幹線の羽島地区が初めてであったが，

その後新幹線および現在線の基礎に多く使用されている。

ザノレ Y ギッタ一社では，上記の機械のほかに， この工法で超

大口径鋸さく 用の機械を開発した。この機械に よ ると従来1 ， 500

mm であった孔径が段大 5， 000mm ま で施工する こ とができる 。

(小林正一)

リパース・デフレクション (英) reverse .deflection リ

ミ ース ・ デフレグションとは， おもに電車線路J1J 'f(!柱を建柱す

る場合，常時使用荷重による電村変形の惟測 Hl に応 じ て，荷重

と逆の方向に付与する偏位の ことである。

その目 的とすると ころ は， (1) 美観上， ( 2 ) 集線性能上 (抑

制l瓜抗の軽減)， 電柱は鉛直のほうがよい。 ( 1 )は ご主要な意味をも

ち ， ( 2)は可動プラケットを使用した場合に付属的な意味をもっ。

リ パ - ;<. ・ デフレク γ ョンは以前より m伎作業の常減として，

経験的に取 り 上げられてお り， 実用的には十分満足 されていた。

ただ iìíJ述の目的を特に強調する場合には， 数:Ill:的な取 り 上げ方

を十る 1場合がある。 ただし実施に際しては， すべての電柱を対

科 としないて 荷重による変形量の多少， な らびに建柱作業の

難易を勘案 し て ， 真に リバ ー ス ・ デフレタ シ ョ γを必要とする

電柱に限定するほうがよし、。ー般的には単独柱の うち，曲線箇所，

オーバ ー ラ ップ筒所，スパンビーム箇所の電柱が対称 となるで

あろうが， これとて も備位量を数量的にみると ， ~柱頂部で数

十ミリメ ート ノレのこ とが多く，建柱技術の鉛直精度ならびに建

柱後の附来ばえから考える と労多くて功少なしの感が深い。

(玉野康)

リフトコンペヤ (英)Iift conveyer 駅における手小荷物

運搬作業のう ち，立体的な荷物の移動用機械としては， 現在主

と して貨物月l エ レベータを用いている。 しかし近年の取扱量の

地加お よ びターミナノレ駅の立体化に伴レ，設置関債の制限およ

び取扱速度の期加が要 リフト コ γ ベ ヤ

求 されるので，現在の

エレベータ よりさらに

性能の高い荷物の運搬

装置が必要 となってき

ている。

管の内径が 150mm のため， 150mm 以上のれきを含んだ地層は， リフトコンベヤとは，

この方法では掘さく不能と なる。このときはケリ ーパー， ドリ 上記要請に対して開発

リングパイプ等を取り出し，別にオレンジピールパケットを入 された垂直運搬装置を

れて，そのれきを取り出すが，このために能率は著しく低くな さすが，その一例 とし

る。大きな石がなければ，孔壁を水のみで押さえているため，

他の工法にあるような崩漉，ケー ツングチュープの引抜き困難

または不能というととがな く，土質によって非常に有利な工法

である。

地下水位が高くて，地表までに 2-3m の水位差がとれない

ときは，地上にスラッシュタンクおよび孔にスタンドパイプを

建て，水位差をとり施工することができる。 ケリーパーを回転

するロータリーテープノレは油圧により回転されるから本体と分

離することができ，これを利用して水上または海上の施工が可

能である。

この工法の応用としてドリ ルパイプにサイドカッタ ーを付け，

2FL 

て，昭和 39年度試作し，

秋葉原駅に据え付け試

用中のものを示すと下

記のとおりである。

l 主要軽量能

(1) かご数 4 個

(2) 手押車 1 台の最

大積敏荷重 1，∞Okg 

(3) 手押車の l サイクノレ所要時間

(4) 主電動慢出力 22KW 

2 構造概要

約 35艶C
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